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短食ニノー 榎 田 久 左 枝

 私達短食二 の n:全員は岡部先生と共に9月12日 鳴

尾の豊年油工場を訪れた。

 小 さな実験室で食品加工の実験をするのも興味があ

りおもしろいものであ るが,工 業的に行われ る食品加

工の現場見学は又一層私達の興味心をそそ るものであ

る。又私達 クラスー同非常に愉快な人達揃いで道中の

バスの中でも楽 しい雰囲気につつ まれ,先 生を混 じえ

た皆の合唱はお互いの心に親密感を深めた で あ ろ う

し,見 学による知識の吸収 と共に一石二鳥 といつたと

ころであつた。

 この豊年油工場は尼崎の港を前方に控えた割に大 き

な工場である。当工場は食用油丈けを製油してお り原

料 としては,棉 実 ・大豆 ・菜種等でこれを単独に搾取

しているのであ るが私達が訪れた時は大豆を原料 とし

て製油 していた。

 この大豆は 日本での生産が少いためにアメ リカか ら

輸入した ものを用いているそ うで一旦アメ リカか ら神

戸の港に積みあげられ,そ こか ら尼崎の港に船で当工

場に運ばれているとのこと,神 戸か ら尼崎の港まで運

ぶのは二重の手間であるが,尼 崎の港 と工場とは防波

堤1つ 隔てて直結 しているので便利ではある。

 この大豆食用油の製油工程についてのべ てみ ると先

ず最初大豆は精撰 といつて,輸 入された大豆中には石

や植物の一部分が非常に多 く含 まれるので,こ れ ら不

純物 と大豆 とに分け る作業が行われ る。ついで この精

撰 された大豆はmル にかけられてつぶされて大豆の

組織が こわされ る(こ れをアッペ ン大豆 とい う)こ れ

は溶剤にとけやす くす るための操作である。このアツ

ペン大豆を石油ベンジン中の更にあるフラクシヨンを

とった溶剤(黄 色をしている)で 抽出する。

 このアツペン大豆 と溶剤の混合物を ミゼ ラとい うの

であるが,こ の ミゼラを蒸留管に入れて冷却器に入れ

る。こうして搾取された大豆油は原油 と云い,着 色が

強 く又色んな不純物が含 くまれているために油の味を

悪 くす るので,こ れは更に精製 され る,即 ちアルカ リ

で処理 して遊離の脂肪酸を除去す るのであるが,こ の

際アル カリは脂肪酸 と反応 して石 ケ ン と なる。 しか

しこれ丈けではまだつ よい黄色の色素 と臭気が残つて

い るので,こ の黄色 の色素は 吸着剤を用い て脱色 さ

れ,一一方臭気の方は カルボニル(キ ハ ツ性のも)と い

われ るものがその原因を成す のであるがこれは真空管

で脱臭がなされてい る。このよ うにして出来た油が豊

年てんぷ ら油 と称 して当工場か ら盛んに市場に出 され

ているものである。サ ラダ油は更に これを精製 したも

のであ る。

 この ように してみ ると大豆は抽出一本や りであ るが

搾出した残 りのかす,即 ち大豆かすは昔は肥料 として

用いられていた らしいが,今 日では味噌 ・醤油の重要

な原料 として他に出 してい るとのことである。

 菜種,ゴ マ,か らし,棉 実等については くわ しいこ

とは知 らないが棉実の場合 は リンターで棉実のせんい

を とりこれを裸にする。この棉実の黒い皮中にあ る白

い実(ミ ー ト)か ら油をとるのであるがこの実の中に

は30°oの油分が含 くまれているとのことである。 この

裸に した ものをハラーとい う機械でつぶし,シ ー ト丈

けを連続搾取器にかけて,か すは更に抽出するとの こ

とであ る。又 リンターで取つた ところの棉実の綿(リ

ン ト)は ふ とん綿に用いられ,更 に シー トとハルc黒

い皮)か ら繊維が とれてこれは良質の紙の製造に用い

られ るらしい。

 以上のべてきた ように大豆が油 として売 りだされ る

までの工程を現場で見学出来,更 に説明 してくれた人

も非常に親切で皆良い感 じを受けて,学 ちことが出来

た ことは幸いでした。


